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紹
　
介

竹
内
史
郎
・
下
地
理
則
編
『
日
本
語
の
格
標
示
と
分
裂
自
動
詞
性
』

黒　

星　

淑　

子

　

本
書
は
、
二
〇
一
七
年
七
月
二
日
に
行
わ
れ
た
、
成
城
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
・
国
立
国
語
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
の
消
滅
危
機

言
語
・
方
言
の
記
録
と
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成
」
共
催
、
成
城
学

園
創
立
一
〇
〇
周
年
・
大
学
院
文
学
研
究
科
創
設
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
お
け
る
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、消
滅
の
危
機
に
あ
る
言
語
や
文
化
の
保
存
を
促
し
、そ
の
こ
と
が「
日

本
語
」
の
新
た
な
多
様
性
の
発
見
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
示

し
た
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
完
結
し
た
六
つ
の
章
か
ら
な
る
論
文
と

な
っ
て
い
る
。
各
論
ご
と
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に
（
竹
内
史
郎
・
下
地
理
則
）

第
一
章　

�

現
代
日
本
共
通
語
（
口
語
）
に
お
け
る
主
語
の
格
標
示
と
分
裂　

自
動
詞
性
（
下
地
理
則
）

第
二
章　

熊
本
市
方
言
の
格
配
列
と
自
動
詞
分
裂
（
坂
井
美
日
）

第
三
章　

�

京
都
市
方
言
に
お
け
る
情
報
構
造
と
文
形
態
―
格
標
示
と
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
標
示
に
よ
る
分
裂
自
動
詞
性
（
竹
内
史
郎
・
松
丸
真
大
）

第
四
章　

�

沖
縄
県
久
高
島
方
言
の
文
法
関
係
と
情
報
構
造
の
関
係（
新
永
悠
人
）

第
五
章　

第
一
～
四
章
へ
の
コ
メ
ン
ト
（
佐
々
木
冠
）

第
六
章　

語
順
と
情
報
構
造
の
類
型
論
（
風
間
伸
二
郎
）

お
わ
り
に
（
木
部
暢
子
）

　

第
一
章
の
下
地
論
文
で
は
、
現
代
日
本
共
通
語
の
口
語
を
対
象
と
し
た
分

析
を
行
い
、
脱
主
題
化
仮
説
を
前
提
と
し
て
格
標
示
に
お
け
る
分
裂
自
動
詞

性
を
明
ら
か
に
す
る
。
以
降
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
は
異
な
る
方
言
を

対
象
と
し
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
も
格
標
示
と
分
裂
自
動
詞
性
に
基
づ
く
論
が

展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
に
第
五
章
と
し
て
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
の
各
論
に
対

し
て
の
分
析
、
統
括
的
視
点
に
基
づ
く
論
が
述
べ
ら
れ
る
。
第
六
章
の
風
間

論
文
は
執
筆
依
頼
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
や
は
り
根
底
に
は

各
論
に
関
わ
る
テ
ー
マ
が
読
み
取
れ
る
論
が
示
さ
れ
る
。

　

本
書
は
、
異
な
る
著
者
に
よ
る
論
文
か
ら
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
導
入

か
ら
展
開
へ
の
位
置
付
け
な
ど
、
構
成
に
対
す
る
配
慮
も
十
分
に
な
さ
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
新
た
に
分
裂
自
動
詞
性
と
い
う
概

念
と
共
に
脱
主
題
化
仮
説
の
提
示
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
方
言
は
日
本
語
方

言
学
に
お
い
て
様
々
な
視
点
の
も
と
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
今
回
の

新
た
な
提
示
に
よ
り
、
方
言
を
加
え
て
の
日
本
語
が
対
象
と
な
り
分
析
さ
れ
、

一
般
言
語
学
へ
の
組
み
込
み
が
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て

も
、
本
書
が
伝
統
的
言
語
研
究
と
一
般
言
語
学
と
を
基
盤
と
し
た
上
で
の
新

し
い
日
本
語
文
法
研
究
の
書
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
く
ろ
し
お
出
版
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
一
八
三
頁
、
三
、
二
〇
〇
円
）

（
く
ろ
ぼ
し
・
し
ょ
う
こ　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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